
126 弟子たちへの教え(５)  

ルカによる福音書 12：49～53（分裂をもたらす）、マタイによる福音書 10：34～36 

→弟子たちへの教え：❶No.122 恐れずに証しをせよ、❷No.123 貪欲に注意せよ、❸No.124 心配するな 

❹No.125 その日に備えよ 

 

分裂をもたらす（ルカによる福音書 12：49～53）→弟子たちへの教え：❺誤解されることを恐れるな 

49「わたしが来たのは、地上に火（→神の終末的な裁き、罪を清める霊的な精錬
● ●

等）を投ずるためであ

る。その火が既に燃えていたらと、どんなに願っていることか。 

→（リビング・バイブル）わたしは、この地上に火を投げ込むために来ました。ああ、この仕事がもうす

でに終わっていたらよかったのですが。 

→火による清めである裁きの後に、真の平和が来る。 裁き→平和 

 

50 しかし、わたしには受けねばならない（火による）洗礼（＝バプテスマ→罪人の身代わりとして受け

る神の裁きである十字架の死）がある。それが終わるまで、わたしはどんなに苦しむことだろう。 

→ゲツセマネの園での苦悶の前章（予兆） 

→ルカによる福音書 22：39～46（ゲツセマネの園での苦悶＝オリーブ山で祈る） 

イエスがそこを出て、いつものようにオリーブ山に行かれると、弟子たちも従った。いつもの場所に来る

と、イエスは弟子たちに、「誘惑に陥らないように祈りなさい」と言われた。そして自分は、石を投げて

届くほどの所に離れ、ひざまずいてこう祈られた。「父よ、御心なら、この杯（→火によるバプテスマ）

をわたしから取りのけてください。しかし、わたしの願いではなく、御心のままに行ってください。」 

〔すると、天使が天から現れて、イエスを力づけた。イエスは苦しみ
● ● ●

もだえ
● ● ●

、いよいよ（→愈々、弥々：

ますます）切に祈られた。（あまりの苦しみのため）汗
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が
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血
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。〕 

イエスが祈り終わって立ち上がり、弟子たちのところに戻って御覧になると、彼らは悲しみの果てに眠

り込んでいた。イエスは言われた。「なぜ眠っているのか。誘惑に陥らぬよう、起きて祈っていなさい。」 

→弟子たちは、悲しさのあまり祈りを忘れ、精神的な疲れからか眠ってしまった。 

 

51 あなたがたは、わたしが地上に平和をもたらすために来たと思うのか。そうではない。言っておくが、

むしろ分裂（リビング・バイブル：争いと分裂）だ。 

52 今から後、一つの家に五人いるならば、三人は二人と、二人は三人と対立（→サタンの王国と神の王

国との闘争）して分かれるからである。 

→（リビング・バイブル）今から後、家庭内に分裂が生じるでしょう。五人家族であれば、三人対二人と

いうように、わたしに賛成するか反対するかで分かれて争うことになります。 

 

53 父は子と、子は父と、／母は娘と、娘は母と、／しゅうとめは嫁と、嫁はしゅうとめと、／対立して

分かれる。」→イエスの教えは、革命的であるため、人々を二分する（これは想定済みのことである）。 

→しゅうとめ 

①姑：夫の母、妻の母は外姑(がいこ)  
→「しゅうと」、「しゅうとめ」とも読みます。 

②舅
しゅうと

：夫の父、妻の父は外舅(がいきゅう)  
→臼

●

（うす：久しい、年長の）＋男
●

 

 ※岳父（がくふ）：義理の父。しゅうと。＝外舅 

  ⇔岳母（がくぼ）：義理の母親 

火による精錬を通過せずに、平和を期待するのは、非現実的である。 

そして、私たちクリスチャンが注意しなければならないことは、信仰という名において、非現実的な

ことが立派であると錯覚してしまうことである。 

姑 
舅 



【参考】 新約聖書にある「しゅうと」 

 

【参考】 旧約聖書にある「しゅうとめ」 

 

【参考】 ねらし（精錬） →ペトロの手紙Ⅰ1：7、ヨハネの黙示録 1：15、3：18 

製炭において、窯の中で炭化が進み、終わりになると、煙の色が青く変わってきます。その時、窯の正面

の穴を少しずつ広げて、徐々に空気を送り込み、炭自体を燃やしていきます。これは、炭化度を上げるた

め、そして炭に含まれる不純物を燃やし切るための作業です。これを「ねらし
● ● ●

（精錬）」といいます。 


